
 

          放射線科（治療部門）責任部長 小坂 恭弘 

 
放射線治療は手術、薬物療法と並ぶがん治療の3本柱の１つです。対象は幅広く、 

ほとんどのがんで使用可能で、根治を目指す目的だけではなく骨や脳などに転移した 

方の症状を緩和する目的でも使用されます。しかし放射線治療は欧米でこそがん患者 

の6割で使用されていますが、日本での使用は3割程度にとどまっています。その原 

因は様々考えられますが、原因の一つとして放射線治療施設や放射線治療専門医の不足があげられます。滋

賀県では常勤の放射線治療専門医が13名しかいない上にそのほとんどが南部に偏在しており、北部では唯

一当院のみに在籍している状況です。このような状況の中、当院は地域のがん治療を支えるべく湖北地方で

唯一の高精度放射線治療が可能な病院としてがん治療に携わってきました。 

従来当院で使用していたリニアックは2008年に導入され、定位放射線治療や強度変調放射線治療 

（IMRT）といった高精度放射線治療を行ってきました。からだの中でがんの周囲には正常な組織・臓器が存

在しますので、なるべくがんに集中して照射することができれば正常な組織・臓器への影響が少なくなりま

す。つまり放射線治療は高精度であればあるほど患者さんの負担が少なくなります。 

近年の科学の発展は目覚ましいものがあり、放射線治療においてもこの15年間でさらに精度の高い放射

線治療が行えるようになってきています。そこで地域の皆様に最新の放射線治療をお届けすべく、このたび

リニアックを更新致しました。リニアック更新工事中は放射線治療を行うことができず、地域の皆様には大

変なご不便・ご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。新しいリニアックはアメリカのバリアン・メディ

カル・システムズ社製のTrueBeamです。IMRTの進化版である回転しながら照射するVMAT、治療台を6方向

に動かし位置精度を高める 6 軸カウチ、呼吸にあわせてがんが動くことに対応し迎撃照射が可能となる呼

吸同期システム、短い時間で照射を行える高線量率モード、複数の脳病変を短時間で照射するHyperArcな

ど従来機にはなかった様々な機能が備わっています。当院ではこれらの機能を生かした新しい取り組みを

始めていきます。例えば今までは8週間近く要していた前立腺がんの照射期間を1回線量を増やすことで4

週間に減らすことにしました。また他の部位のがんでも従来は困難であった高線量の放射線を安全に照射

できるようになります。これによりがんの制御率も改善していくものと期待しています。 

当院は引き続き地域で完結するがん治療を目指して精進してまいりますので、今後とも何卒よろしくお

願い申しあげます。 

 

令和５年６月１日に第 329 回開放型病床生涯教育研修会を開

催しました。 

今回はこの４月に当院に着任されまたリウマチ・膠原病内

科責任部長 新川雄髙先生を迎え「注意すべきリウマチ・膠原

病疾患」をテーマにご講演いただきました。 

今回も会場とＺｏｏｍとのハイブリッド形式で開催し、院

内外から４４名の参加をいただきました。 

参加者からは、大変わかりやすい説明でリウマチ・膠原病と

いう疾患がよく理解できたといった感想がありました。 
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謹啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。平素は当院病院事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼

申しあげます。７月の外来診察担当医師表を別添資料でお届けいたしますので、ご査収ください。 敬白 

 

令和４年８月１日号 No. 

 

   

着任（令和５年 ７月 １日付）     退職（令和５年 ６月３０日付） 
 

脳神経外科 山下
やました

 陽生
は るき

         歯科・口腔外科医長 杉藤 雅孝


 
   

市立長浜病院 地域医療連携だより 
理 念 

地域住民の健康を守るため、 
「人中心の医療」を発展させ、 
地域完結型の医療を推進します。 

市立長浜病院 
患者総合支援センター 地域医療連携室 
〒526-8580 長浜市大戌亥町 313 番地 

TEL：0749-65-2720 
FAX：0749-65-2730 
http://www.nagahama-hp.jp/ 

救急告示病院   
日本医療機能評価機構認定病院 

地域がん診療連携拠点病院 
厚生労働省臨床研修指定病院 
周産期協力病院 

地域医療支援病院 

令和５年7月１日号  

No.220 
 

7月から新規放射線治療機器（リニアック）による治療を開始！ 

タイトル 

医師の異動 （７月） 

第３３０回 開放型病床生涯教育研修会の開催について 

 日 時：令和５年８月３日（木）17：30～18：30      

テーマ：「１５年ぶりのリニアックの更新！      

当院でできる放射線治療」（仮）         

講 師：小坂 恭弘 氏 放射線科（治療部門）責任部長     

会 場：市立長浜病院 本館２階 講 堂                  

 申込み：FAXまたはメールでお申し込みください。      

 ※申し込み方法等は、別添の開催チラシをご参照ください。  

※Zoomでの参加も可能です。 

※新型コロナウイルス感染症の拡大の推移により、開催 

方針に変更がある場合は速やかにご案内いたします。 

看護局 新規採用職員のご紹介 

第３２９回 開放型病床生涯教育研修会を開催しました 

 

看護局では３１名の新卒看護師、

４名の既卒看護師を迎えました。そ

れぞれの部署にて毎日元気に頑張っ

ています。市立長浜病院職員として

地域医療に貢献していけるように、

また、それぞれが目指す看護師像に

近づけるように、日々研鑽を積んで

います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

  新人担当  山田みか 
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最新の放射線治療機器と専門スタッフ 

 

タイトル 

医療技術局 新規採用職員のご紹介 

タイトル    放射線技術科 参事 田邉 啓太 

   （診療放射線技師／放射線治療専門放射線技師

／放射線治療品質管理士） 
 

令和 5 年 7 月から放射線治療を再開することが可能

となりました。これまで約 7 ヶ月間、放射線治療機器

更新による施設改修や機器調整により放射線治療を休

止し、関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。 

今回は、3種類の機器更新を行いました。一つ目は放

射線治療を行う「リニアック装置」、二つ目は放射線治

療計画用「CT装置」、三つ目はリニアック装置やＣＴ装

置を管理するための「精度管理用機器」となります。 

私たちが扱う放射線は眼に見えませんが、がんに対

するその効果は手術のメスのようなものと考えられま

す。高精度化によって鋭くなった見えないメスをどの

ように扱うか、その正確性と安全性を証明するために

「精度管理用機器」を使用します。 

これら3種類の機器が15年ぶりに更新され、実際に

使用してみると私たちも驚くほど進化を遂げていまし

た。旧装置に比べさらに安全に、安心して高精度放射線

治療を受けて頂くことが可能となっています。 

また、患者さんが安心して最新の放射線治療を受け

られるように、当院には専門の人材も揃っています。 

常勤の放射線治療専門医、医学物理士、がん放射線療法

看護認定看護師、そして私たち放射線治療専門放射線

技師／放射線治療品質管理士です。 

これまでも湖北医療圏で唯一高精度放射線治療を提

供し、地域がん診療連携拠点病院としての役割を果た

してきました。今回の機器更新によりさらに充実した

放射線治療が提供できるよう、スタッフ一同尽力して

参りますので今後ともよろしくお願いいたします。 

がん放射線療法看護認定看護師 入江 桃好 

 

7 月より待ちに待った新しいリニアックでの照射

が開始されます。さらに高精度な治療ができるよう

になり患者さんへの負担が減らせるため、今までよ

りも安心して放射線治療が選択されることを期待し

ています。 

放射線治療では患者さん個々の治療計画から予測

される有害事象を把握し、予防的なケアを継続する

ことが大切となります。高精度となる治療計画から

予測される有害事象を読み取り、患者さんの生活に

合わせた継続できるケアを共に考えたいと思ってい

ます。患者さんがその人らしく生きるための治療を

サポートすることが、私たちがん放射線療法看護認

定看護師の役割です。 

また、放射線治療センターには様々な時期の患者

さんが来られます。病気や治療への不安を抱えなが

ら初めて放射線治療の話を聞かれる方もおられ、無

機質な治療室で過ごす時間に緊張される患者さんも

少なくはありません。今回、照射時間の緊張を緩和で

きるように照射室の天井には空の模様が一面に広が

り部屋も明るくなりました。患者さんにとって少し

でもリラックスして治療を受けていただける環境を

つくり、効果的な治療が提供できるようお手伝いさ

せていただきたいと思っています。 

栄 養 科 管理栄養士 古川
ふるかわ

 直
なお

 
 

4月より入職しました管理栄養士の古川 直と申します。 

食・栄養を通して患者さんの健康をサポートできるよう頑張りたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

臨床工学技術科 臨床工学技士 北村
きたむら

 日那
ひ な

 
 

４月から臨床工学技士として入職しました北村日那と申します。 

地元長浜の地域医療に携われることをとても嬉しく思っています。ご指導ご鞭撻の

ほどよろしくお願いいたします。好きな食べ物はラーメンと白米とアイスです。 

 

放射線技術科 診療放射線技師 中村
なかむら

 太喜
た い き

 
 

今年度から入職しました診療放射線技師の中村太喜と申します。出身は京都で 4 月から長

浜市にて一人暮らしを始めました。 

市立長浜病院を通して、地域医療に貢献出来るように頑張ります。 

放射線技術科 診療放射線技師 原
はら

  一史
かずふみ

 
 

今年度より診療放射線技師として入職いたしました、原一史です。まだまだ分からないこと 

だらけですが先輩方や周りの医療スタッフの方々に助けてもらいながら、日々勉強させてもら 

っています。 

この長浜市で地域医療に貢献できるよう努力していきますので今後ともよろしくお願いします。 

リハビリテーション技術科 理学療法士 松尾
ま つ お

 優
ゆう

輝
き

 
 

この4月から理学療法士として入職しました松尾優輝と申します。 

先輩方の働く姿から理学療法の技術を学び、早く皆様の力となれるよう日々精進して参

ります。湖北地域の皆様により良いリハビリテーションを提供できるように頑張ります。 

リハビリテーション技術科 作業療法士 藤田
ふ じ た

 恋
れ

凪
な

 
 

今年度より作業療法士として入職しました藤田恋凪と申します。 

吹奏楽で培った経験を活かし、患者さんに和んで頂けるようなセラピストを目指していま

す。より良いリハビリテーションを提供できるよう努めていきます。 

中央検査技術科 臨床検査技師 豊田
と よ だ

 彩
あや

香
か

 
 

4月から臨床検査技師として入職しました豊田彩香です。 

幼い頃に祖父母の住む米原市に移り住んでから、湖北地域の医療体制には日々お世話に

なっています。地域医療に貢献できる臨床検査技師を目指して邁進いたしますので、ご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

ＣＴ装置 

精度管理機器 

放射線治療専門スタッフとリニアック装置 

入江 桃好 

看護師 

田邉 啓太 

参 事 
小坂 恭弘 

医 師 


